
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































豊臣政権下の九州の軍事編成を見る上 避けて通れないのが、同政権による「与力」 ・ 「合宿」編成である。









































































































































































































秀吉は安国寺へ、同日付の朱印直書でほぼ同じ指示を出している （ 『萩藩閥閲録』巻三二〈口羽衛士〉―二七） 。
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「家晴公」 （ 『長崎』第二、七三七頁・七三八頁） 。
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ルイス・フロイス執筆一五九一、九二年度 年報 （ 『十六・七世紀イエズス会日本報告集』第Ⅰ期第
（巻、二七四
頁・二七五頁収録
　
有水博訳） 。
